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    本論文は、大気降下物としてもたらされる過剰な窒素が森林生態系の窒素循環に与え
る影響に着目して、東京近郊の森林における窒素循環の実態を、安定同位体トレーサーを
用いる新しい手法によって明らかにしたものである。 
    第一章では、森林生態系における窒素循環研究のこれまでの研究をレビューし、高窒
素沈着条件の森林において、窒素循環の実態を把握する必要性が高いことを述べた。 










    しかしながら，産業革命以降，化石燃料の燃焼や化学肥料の製造、農地での使用が増
加し、生物にとっての利用可能性が高い窒素の大気への放出が劇的に増大した。その結果、
降下物として地表の生態系にもたらされる窒素量も増大した。今日、窒素の大気沈着量が




（Galloway and Cowling, 2002）。 


















科附属田無演習林内（35°44  ´N, 139°32  ´E）で実施した。調査地の標高は約 60 m、年平均気
温は 14.6 oC（2009-2012）、平均年降水量は 1718 mm（2009-2012）であった。対象林分とし
てこの地域として典型的なスギ（Cryptomeria japonica）人工林とクヌギ（Quercus acutissima）
が優占する落葉広葉樹二次林を選定した。 






    降水（林外雨、林内雨）、樹幹流、土壌水中の NO3
-の安定同位体比は、微生物脱窒菌法








































年代に提案され（Davidson et al. 1992）、これまでに多くの森林土壌で適用されてきている。 
























































    第五章では、本研究によって明らかになった、都市近郊の森林における大気沈着 NO3
-の
樹冠−土壌連続系での動態と、土壌中での微生物による NO3
-生成・不動化能から、土壌中で
の NO3
-の現存量やフローがどのようなメカニズムで制御されているかを要約した。 
 
